
                                                             令和７年８月29日（金） 

                                                             兵庫県立八鹿高等学校 

                                    校長 山 本  宏 治 

 

第 77回八高祭の開会式で、次の話をしました。 
 

 2025大阪・関西万博と時を同じくして開催される、第 77回八高祭を、みなさんは

「八高万博！ ～思い出のパビリオン～」と名付けてくれました。 

 万国博覧会では、その時代の最新の技術や、たいへん貴重なものなどが、単に展示

されているのではなく、人間の豊かで平和な生活を願い、新しい未来を拓こうという

思いが込められているのではないかと思います。すべては人間の幸福のために、とい

う共通の願いが、そこにはあるのではないでしょうか。 

 例えば、今あるスマートフォンやタブレットは、皆さんが生まれた頃には、今のよ

うな形や内容では存在しなかったのではないでしょうか。SNSは人と人との物理的な、

あるいは心の距離を縮め、情報や思いが正しく伝わり合うことで豊かな暮らしを実現

するために、この世の中に登場したのだと思います。ただ、メッセージにせよ動画に

せよ、それを受け取る人の気持ちなどを考えず、自らの主張を強く、まるで人に突き

刺さるような表現で主張するために使われてしまっている、と思えるような出来事や

場面に遭遇することがあります。とても悲しく、残念なことです。 

 私たちの「八高万博」では、これまでと変わらず「あなたは大切な人」というメッセ

ージが響き合う、そんなコミュニケーションの中で、より豊かな生活を実現したいと

いう思いを共有できる、と信じています。人間の幸福とは何か、を求めて。 

 

八高新時代!! 君も挑戦、八高で三刀流!! 
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